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会長就任挨拶

開催：平成22年6月9日（水）第４１回通常総会第４１回通常総会第４１回通常総会第４１回通常総会

日本工作機械販売協会　会長

長 久 保　 敏

　第41回通常総会において、会長に選任されました長久保でございます。

　大役を仰せつかり身の引き締まる思いでございます。

　微力ではありますが、日工販発展のために最善を尽くしてまいりますので、会員各社の皆様

には、柴田前会長同様に、引き続き変わらぬご指導とご支援を賜りますよう宜しくお願い申し

上げます。

　さて、皆様のご記憶にも新しい、世界の経済活動を凍りつかせたリーマン・ショック、世界

の金融システムを崩壊寸前に追い込んだリーマン・ショック、このショックが引き金となり、

今日の世界経済は、20世紀型経済システムから21世紀型経済システムへ、また、大量消費経済

から循環型経済へ、あるいは石油から自然エネルギーへと、新たな世界に、大きく変化せざる

を得ない転換点に直面しております。

　既に１年半が経過したものの足元の日本経済は、不幸にも政界のリーダーシップの欠如も重

なり自動車業界をはじめ依然として低迷を続けております。

　一方、世界のGDPは７年前には約3,500兆円でありましたが、昨年度は約5,000兆円に拡大し

ています。中国を筆頭に、東南アジア、インド、ブラジルなどの多人数国家・地域の需要はす
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4141回 通常総会通常総会第41回 通常総会

さまじく、これら新興国の成長が世界のGDP拡大の力強い牽引役となっています。

　この間の日本のGDPは金額では約500兆円で変わらないものの、全世界との比率は14％から

10％弱に低下しています。今や低迷する国内市場から、成長する世界市場へとグローバルな展

開が日本企業に求められています。

　工作機械業界においても、特にこの一年半の経過を辿れば内需は100億円から200億円の低レ

ベルでありますが、外需は100億円から600億円へと急拡大しており、今後も益々外需の比重が

高まることが予想されます。

しかしながら、このような環境においても、日本市場では『ものづくり日本』の復活をかけた次

世代型の工作機械の開発が求められています。

　世界的なCO2削減の動きから、環境に配慮したエネルギー消費の少ない、世界に先駆けた21

世紀型の新たなエコタイプの生産システムを構築してゆかねばなりません。

　よりシンプルで、よりスリムで、よりコンパクトな工作機械を作り上げ一刻も早く世に送り

出さければなりません。

　そのためには、生産現場の生の声を素早く取り入れ、ユーザーとメーカーと商社が一体とな

り、迅速に実現しなければなりません。

　このような時こそ、機動性と柔軟性に富み、広範な情報を最大限活用できる商社の活躍の場

がまさに到来したものと考えております。

　更に日本工作機械工業会並びに関係団体の方々とも情報交換を密に行い、外需への積極的な

取り組みを図ると共に内需のこの大きな課題も克服して参りたいと考えておりますので引き続

き関係各位のご指導とご支援を何卒宜しくお願い申し上げます。

　最後になりますが、会員各社の益々のご発展と関係者各位のご健勝とご活躍を心より祈念し

ております。
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日　時：平成22年6月9日（水）　12：35 ～13：25

場　所：グランドアーク半蔵門　「富士の間・西」

［議　事］

１．開会（12：35 ）

　宇佐美専務理事が進行係となり、「総会次第」に従い議事を進めた。

２．総会の成立

　専務理事より「本日の出席者45社（60名）、有効な委任状提出19社、合計64社であり、現在の在籍正

会員数は70社につきこの総会は定款の定めにより成立する。」旨報告した。

３．会長の挨拶

　柴田会長より、「会員各位のご協力をいただき只今から上程議案の審議をお願いいたします。」との開

会の挨拶があった。

４．議案の審議

　定款第14条に従い柴田会長が議長に就き、第1号議案から第4号議案まで審議の結果、それぞれ次の

通り承認された。

（１）第1号議案　平成21年度事業報告並びに決算案承認の件

①会長が事業報告書の「概要」を述べられた。

②専務理事が「決算報告書」を説明した。

③議案の審議に先立ち議長は監事に対し監査結果の報告を求めた。

④監事を代表して下野監事から「平成21年度の収支計算書、貸借対照表、諸帳簿、証憑を監査した結

果、適正であることを認める」旨報告があった。

⑤議長が本件について出席者に諮り全員異議なく原案通り承認された。
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（２）第2号議案　平成22年度事業計画案並びに予算案承認の件

①議長が事業計画案を提示、専務理事から予算案について説明した。

　事業計画では基本方針に基づき、平成21年度事業の大要を引き継ぐとともに、各行事の継続実施と

充実を図る。一般会計予算は、厳しい経済不況下における対応として2月に郵便による持ち回り臨時

総会を行い、22年度会費徴収額を半額とすることが承認され、会費収入減のため本年度も収支差額

は大幅マイナスとなる。教育事業特別会計は、受講者見込みを基礎講座・更新研修を減とし受講料

を主とする収入総額の減少により、収支差額はマイナスとなる。

②議長が本件について出席者に諮り全員異議なく原案通り承認された。

（３）第3号議案　会長承認の件

　議長が本件について出席者に諮り全員異議なく原案通り承認された。

（４）第4号議案　定款一部改訂の件

　議長が本件について出席者に諮り全員異議なく原案通り承認された。

以上で議案審議は終了し、議案は全て承認された。

５．議長挨拶

　議長は、以上をもって全議案の審議が終了したことを告げるととも

に、出席者の協力に対し謝辞を述べた。（13：17）

６．会長表彰

　表彰・感謝状贈呈基準により、柴田会長より10年間理事、委員を務

めた伊吹産業㈱ 取締役社長 横幕武夫氏、カトー機械㈱ 取締役社長 加

藤幸博氏（当日ご欠席）、日本GE㈱首都圏営業第5本部本部長 福島 透氏

の3氏に表彰盾が授与された。

７．新旧会長挨拶

（１）柴田前会長退任の挨拶

　議案審議後、柴田前会長より、1年間の在任期間における会員各位の

ご支援とご協力に対して謝辞が述べられた。

（２）長久保新会長就任の挨拶

　引き続き長久保新会長より、会員各位のご支援を受け、協会の更なる発展に尽力する旨挨拶された。

８．閉会

　宇佐美専務理事より、閉会を宣し通常総会を終了した。（13：25）

挨拶される柴田前会長

第

41

回 

通常総会 第

第

4141回 通常総会通常総会第41回 通常総会
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開催：平成22年6月9日（水）創立４０周年記念行事創立４０周年記念行事創立４０周年記念行事創立４０周年記念行事

長久保会長挨拶要旨：

　通常総会での会長拝命を報告。日工販が

1970年に設立され、これまで多くのことが起

きたが、諸先輩が関係各位の英知を集め、皆様

のご協力・ご支援をいただき努力を重ねて幾多

の難局を乗り越えてこられたおかげで40周年を

迎えられたことへの謝辞。日本の工作機械業界

は1982年には生産量で世界第1位になり以来約

30年間にわたって1位の座をキープしてきた

が、リーマン・ショックを期に中国に抜かれ、

工作機械業界そして日本のものづくりは復活に

かけて成長していかなければならない。日工販

は全国の販売組織で40年間発展して業界への貢

献をしてきたことは誇りに思う。

　本日は誠に光栄な事で業界の発展に功績のあ

りました6名の方々が経済産業省製造産業局局長

表彰を賜わりお礼があった。今後も日工販は新

たな日本経済発展のため、日本工作機械業界の

復活のために更なる貢献をしていきたいと思っ

ている。日工会をはじめとし関係団体の皆様と

ともに50年、60年と年齢を重ねてまいりたい

と思うので引き続きご支援、ご協力を賜わるよ

うお願い申し上げる。

　去る6月9日（水）第41回通常総会終了後、グランド

アーク半蔵門にて日工販創立40周年記念行事、記念

式典、記念講演会、祝賀会が開催されました。当日は

あいにくの小雨模様でしたが、関係官庁、業界団体か

ら多数の来賓、報道関係者に加え、歴代の会長、副会

長のご臨席を得て、次第（右）により滞りなく執り行な

われました。ここにその概要を報告します。

　式典は「富士の間・東」141名の出席のもと、

宇佐美専務理事の司会で進められました。式典

前開催の第41回通常総会で第16代柴田實会長

が退任し、第17代会長に長久保敏氏が就任した

報告がありました。長久保会長より、臨席各位

への謝辞と挨拶がありました。

　更に、日工販40年の歩みの中での亡き会員の

偉業に敬意を表する黙祷が奉げられました。

　当日は、経済産業省製造産業局産業機械課米

村猛課長より日工販40周

年へのお祝いのお言葉に引

き続き（社）日本工作機械工

業会中村健一会長よりご祝

辞をいただきました。

司会の宇佐美専務理事

長久保会長挨拶
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経済産業省 米村課長 日工会 中村会長

米村課長祝辞要旨：

　日工販は高度経済成長期の1970年に設立さ

れ、当時、普及が始まったNC工作機械販売に積

極的に取り組み工作機械の普及に尽力し、わが

国製造業の振興と工作機械産業の健全な発展に

多大な努力と貢献への敬意が表された。

　一昨年の米国発の金融危機に端を発し景気後

退により需要が大きく落ち込み厳しい状況に

あったが、現在は着実に持ち直しの傾向だが国

内需要の回復は油断のならない状況が続き低水

準で、経済産業省としては昨年以来、景気対

策、経済対策等の緊急対策の実施に引き続き万

全を期したい。

　また、産業構造ビジョン2010というものを

発表し、環境エネルギー分野・先端分野のロ

ボット・航空機等の戦略5分野を決め、これを核

にして2020年までに新たに150兆円の産業を

作るという気構えで、ものづくり環境整備、人

材育成、法人税の引き下げ等、ものづくり日本

としてどういう事ができるのかを政策として実

証していきたい。

　引き続きユーザーニーズにあった工作機械提

供をしていただくことを強く期待したい。ま

た、平成3年からセールスエンジニア教育制度を

策定され教育講座を毎年開催され、この人材育

成も産業構造ビジョン2010の思想と主旨を同

じにするものであり、こうした取り組みも引き

続きお願いしたい。

　日工販は日本の産業界全体の発展、日本経済

の全体の発展に向け活動を充実していただき、

これが日本経済、世界経済のためになり、私ど

ももバックアップしていくので引き続きご健闘

をお祈りしたい。

　最後に、日工販創立40周年を契機とし更なる

飛躍を遂げ、会員各位の益々のご発展を祈念し

ます。

中村会長祝辞要旨：

　40年前の昭和45年は工作機械業界にとって

大変重要な年でした。

　工作機械生産高が3,000億円となった事とNC

工作機械の幕開けという重要な年に日工販が創

立された。日工販と製造はまさに製販一体で

やってきました。

　一昨年のリーマン・ショック以降21年間守り

続けてきた生産高世界1位は残念ながら中国に奪

われドイツにも抜かれましたが、生産高世界1位

の中国は別世界として、ドイツに負けないとい

う思いです。

　昨年は大変厳しい年でしたが今年に入り1月の

500億円台の受注高から徐々に増え、4月・5月

と800億円台が続き、800億円台が現状に近い

という感じですが、やはり内需がまだ一つ。内

需は納入先が国内だけをとらえており海外工場

に持っていく場合は内需から外需に変わり、空

洞化が結構来ています。

　日本の国力はものづくりが支えていかなけれ

ばならなく、その中で工作機械業界の使命は大

変強いものがある。

　何としても技術は世界１、生産高はドイツに

は絶対に負けないということで、皆様方ととも

に日本のものづくりを支えていく工作機械業界

として一緒に頑張っていきたい。

　日工販の更なる発展、繁栄を祈念します。

4040周年周年 記念式典記念式典40周年 記念式典
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経済産業省 米村課長を囲んで

　祝辞に引き続き、経済産業省製造産業局長表

彰状が米村課長から、下記の方々に授与されま

した。

経済産業省製造産業局長表彰（6名）以下敬称略

三井物産マシンテック㈱　元取締役社長

　臼　坂　文　雄

植田機械㈱　取締役会長

　植　田　精　一

㈱トミタ　取締役社長

　冨　田  　　薫

三栄商事㈱　取締役社長

　後　藤　正　憲

㈱兼松ＫＧＫ　元取締役会長

　石　川　正　治

伊藤忠マシンテクノス㈱　取締役会長

　尾　瀬　俊　憲

植田副会長謝辞要旨：

　授与された方々を代表し植田副会長より謝辞

があった。日工販設立以来、幾多の困難があっ

たが今日の日工販へと導いていただいた先輩諸

氏に敬意を払いたい。教育事業活動に於ける

2,400人以上のSE資格取得者による業界での活

躍そして各委員会活動が業界発展に貢献し、日

工販は成長してきたと自負している。経済産業

省・関係団体様のご支援ご協力を得て、日工販

はこれからも工作機械

業界を牽引し機能を発

揮し存在価値を高めて

いくと挨拶があった。

　最後に専務理事よ

り、閉会の辞があり閉

会となりました。

経済産業省製造産業局長表彰

植田副会長謝辞

4040周年周年 記念式典記念式典40周年 記念式典
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◆始めに：

　リーマン・ショック以降の世界を私ども三菱

商事㈱がどのように見てきたか、あるいは見て

いるかを率直にお話ししたいと思いますのでマ

クロな内容は経営トップに説明しているものと

ほぼ同じ内容をお話ししたいと思います。

　これは情報を提供するという事ではなくてむ

しろ解釈を提供するという事です。情報という

のは世界中にあふれておりこれはインターネッ

トの世界であればどんな人もアクセス出来ると

いうことですが、これをインフォメーションと

いいます。一方インテリジェンスというのはそ

の組織にとって有用な情報を加工して解釈をつ

けて提供するという事で、本日はなるべくイン

テリジェンスを提供するという気持ちでお話し

したいと思います。

◆世界経済の現状：

　2009年全世界の名目GDPは57.9兆ドル

で、約60兆ドルと言うのが世界の経済規模で

す。このうちEUが28％、アメリカが25％、

BRICsが15％、日本が9％これで75％以上と

『構造変化の進む世界経済』『構造変化の進む世界経済』

三菱商事㈱執行役員コーポレート担当役員補佐（企画担当）講師：藤山知彦  氏

日工販創立40周年記念式典に引き続き15時より「華の間」にて約1時間にわたり記念講演会

が180名の参加者を迎え開催されました。冨田総務委員長から講師が紹介され藤山講師より

豊富なデータを駆使して私達が関心を持っている大きく変化する世界経済について大変分り

易い内容で講演がありました。

当日藤山講師の講演に参加できなかった会員の皆様に講演要旨を紹介致します。

講師略歴：

1975年東京大学経済学部卒、三菱商事㈱

入社。

調査、業務、企画部門を担当し2000年戦

略研究所長就任、2008年執行役員国際戦

略研究所長就任、2010年執行役員コーポ

レート担当役員補佐（企画担当）就任。

日本経済新聞「十字路」コラムニスト。
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なります。為替の関係がありますが同時多発テ

ロ時のアメリカは33％でした。と言う事は世界

の1/3がアメリカであったが、わずか9年で1/4

に縮小してしまいました。日本は1995年に世

界経済の16％でしたが今は9％弱なので半分く

らいに縮小していました。今年日本のGDPは世

界で第3位に転落し中国は日本を抜いていくこと

になると言われています。

◆為 替：

　アメリカ発の金融危機であったのですが、こ

の間はドルの需要が非常に高かった。日本の新

聞は円高ドル安とだけ言っていましたが、確か

に円はドルに対して高かったのですが、ドルに

対して高かったのは円だけであって他の全ての

通貨に対してドルは高かった。これを大きく勘

違いして円・ドルだけ睨んでいると輸出は大丈

夫なのか考えてしまいますが実はそうではな

かったという事がわかります。

　一昨年のリーマン・ショックから今年の3月ま

で円高、ドル安ですが、ドルを他の通貨でみて

みるとリーマン・ショック後全部ドル高となっ

ています。韓国ウォンは4割位安くなっており家

電、電池などの入札があって世界中で韓国が

マーケットシェアを増やした時です。実はこの

時期にシェアを増やした韓国企業はウォン高に

なってきたのでマーケットを維持できなくなっ

てきた企業が出てきています。

◆気絶期（2008年9月～2009年3月）から

リハビリ期（2009年4月～12月）：

　使うことも作ることも止めて呆然としていた

気絶期からリハビリ期に移行できたのは景気刺

激策と経済危機の対応策でしたが、先進国と中

国の政府が実施した数字を足していくと私たち

の計算では6兆ドルになります。先ほど世界の

GDPが60兆ドルと話しましたが、この期間に

政府が放出したかあるいは宣言した金額がいか

に大きなものかが分かりますが、このくらい

やって漸く資産の下落が止まりリハビリ期に移

行したのです。気絶して倒れた人に水をかけ気

つけ薬を嗅がせたのですがすぐ元気に外へ出ら

れるという状態ではなく一般病棟に移るという

状態になってきました。商品相場が回復してき

てドル需要が収まってきて他の通貨が盛り返し

てきてドルが相対的に安くなってきました。も

のすごく落ちた生産が底を打って少しだけ上

がってきました。

◆構造変化期（本格回復前）

（2010年～2012年）：

　実際の構造変化はすごい勢いで進んでおり世

界の消費の構造が変化します。金融制度が改革

されて金融が今までと同じような形で動かなく

なるかもしれません。

　実は今でも金融制度の改革がどこまで行われ

るか分かっていません。工作機械で言えばどの

ような仕様の工作機械がこれから必要となるか

という本質的な問題に議論が移って行く、車で

あれば大型のガソリン車の設備はどんどんスク

ラップになっていってEVであるとかあるいはハ

イブリッドという車が出来てくる。ご存知の通

り世界で7千万台以上の車の生産能力がありまし

たが、4割は一時止まりました。今2割くらい戻

していますが残りの2割が戻って居らずそのうち

のほとんどがスクラップになるべき運命の工場

です。これらはほとんど新しい需要に対応しな

いと工場として復活して行かないということが

あり環境対応であり、新エネルギー対応である

ということが起きています。

　需要のタイプが前と変わらないと戻りませ

ん。需要のタイプが前と同じで同じ数量が出て

くるということは世界経済ではありません。ど

の業界でも多かれ少なかれ2008年以前の姿に
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早く戻りたい同じような商品で早く戻りたいと

経営テーマを設定したらそれはアウトです。何

割か変わる構造変化部分にどう手を打つかが企

業経営の核心になる訳です。世界経済の本格的

回復については2012年以降で安定的な成長速

度は3～4％程度とみています。

◆ギリシャ財政危機：

　非常に難しい話で、世界で起こっていること

は何かというとマーケットフリーにしていたら

マーケットがより高いレバレッジを求めている

お金によってかく乱されて、しかも選ばれたと

言われている顧客に向けて投資の仕方を教えて

いった人々が間違えてこのような事態になって

しまっており、この事態に対して政府の金が出

動したので漸く形が保っていられる状態です。

　ところが今度のギリシャ危機というのは政府

の金を使い過ぎているから政府そのものに対す

る信任、即ち政府がマーケットで信任を受けて

いるということなのです。話がぐるりと回って

上部構造である政府が下部構造であるマーケッ

トに対して支援をしてきたら、今度はやり過ぎ

だとマーケットから言われておりかなり混沌に

近い状態になってきています。EUのギリシャ問

題の解決の仕方がうまくいくかいかないかに

よってもう一度この時点に逆戻りという危険を

現在はらんでいると思います。ただサブプライ

ムローンの時と違うのは新しい金融商品の中に

サブプライムローンのような毒まんじゅうが

入っているということではありません。

　今回は、政府の危機なのでこの財政の危機と

いうものを上部概念であるEUがきっちりと規律

をもってコントロールすると言っているので、

取りあえずそれを信じるということになってい

ます。

　しかし今一番心配しておいて欲しいのはギリ

シャ危機で場合によっては、違うタイプのリー

マン・ショック即ちギリシャショックという金

融危機のやり直しという場面が起こり得ないと

も限らないと思われます。

◆ IMFによる世界経済の見通し：

　先進国の経済成長率は2015年までそれほど

伸びないで2％程度でBRICsについては中国頼

みという事はありますが今後5年間8％を超える

高成長が見込まれます。中国は年末か来年ぐら

いから減速し始めると思いますが、減速しても

大丈夫なぐらいのパワーを持ってきています。

国内の貧しい人々へのお金の配分システムが問

題であって、それさえうまくやれば中国は5％成

長でも十分に世界に貢献出来るし中国の国内もう

まくやっていけると思います。ただ8％成長を

ずっと続けるのはもう無理と思います。

◆株価と国際商品市況：

　まず株価ですが、リーマン・ショック後世界

の株価は全て資産デフレで急速に落ち込みまし

たが昨年3月より急速に上昇しています。これは

先程言いました6兆ドルの金を撒くあるいは撒く

と宣言したからです。国際商品市況も同様に

リーマン・ショック後急速に落ちたが2月あるい

は3月より急速に上昇しています。

◆アメリカ経済：

　まだリーマン・ショック前の状態までには

戻っていませんが、所得減税政策や自動車買い

替え支援策に支えられ、足元では個人消費が持

ち直しています。雇用者数は下げ止まりつつあ

り、雇用環境も最悪期は過ぎたと見られます。

小売売上高については直近のピークとなった

2007年10～12月期と比べて2009年1～3月

期は90％まで落ち込みましたが、2010年1～

3月期には95％にまで持ち直してきています。
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◆アメリカの政策の動向：

　アメリカがどういう事をしようかとしている

かと言いますと当然ながら輸出を倍増しようと

しており詳細は今秋発表予定です。構造改革で

一番の見どころはここです。デリバティブ取

引、格付機関への監視強化を盛り込んだ銀行に

よる自己勘定取引、ヘッジファンド投資など禁

止、銀行の大規模化を阻止する金融規制改革法

案がどうなっていくのか、特に今商業銀行で集

めたお金を高いレバレッジを使った方向に投資

していくのがなかなか難しくなってきていま

す。レバレッジの倍率が減っていっており恐ら

く身動きできない状況になる可能性がありま

す。ただ年金資金はどうしても運用しなければ

なりませんので市場を全く駄目にするような規

制はいくらアメリカといえども出来ません。で

すから金融改革法案がどの程度までいくのかが

重要な問題です。今ドルが右肩下がりで落ちて

きていますが、このまま行くと金融危機があっ

てアメリカの生産力が落ち、世界中に経常赤字

を垂れ流したつけとしてドルがたまっています

ので普通の頭で考えますとドルが安くなってき

ます。ところがユーロが問題含みとなってきて

おり必ずしもドル安になるとは言えなくなって

きています。多分間違いないのは新興国ブラジ

ル、インド、中国の通貨に対しては切り上げ圧

力がさらに強くなってくると思います。

◆欧州経済：

　欧州経済は、消費・設備投資共に伸び悩み、

先進国の中でも最も回復力を欠いており、中で

も財政不安が顕在化した南欧諸国の経済環境が

厳しい。今後もギリシャ問題に端を発した金融

不安の行方次第で更なる景気の下ぶれリスクも

抱えています。そもそもプロの間で言われてい

たのはアメリカの場合では国の法律が一つで銀

行の不良債権の中身が全部見えていました。と

ころがEUの銀行では不良債権の比率すら分から

ないことで、今でも分らないのです。ですから

それをどう考えるかが非常に重要な問題で、EU

の方はデータ的には始末が悪くどのように解釈

して良いかわからない問題が沢山あります。次

のターゲットと言われているスペインの失業率

がダントツに上がっています。

◆欧州経済におけるギリシャ問題①：

　各国の経済政策が一体化していない中、通貨

統合を急いだことにより構造的な問題で金融政
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策を持たないユーロ圏諸国は、自国の景気調整

を図るために財政により経済刺激策をとりEU財

政収斂基準を違反し易い状況にあります。普通

の国は財政、金融（金利）、通貨の変動という三

つの武器がありますが、EUでは通貨を統一しま

したので通貨と言う武器を渡してしまい、更に

金利もEU全体で規制される訳で自分が出来る事

は財政しかないのですが財政もGDP比で財政の

赤字を出し過ぎるとEUに入れてもらえません。

　それではどうしたら良いのかという国が必ず

出てきます。EUを統合した時には、非常に勤勉

な東欧諸国例えばチェコ、ポーランドといった

国は仕事がないので労働集約的な仕事をこうし

た国へまわすことによってフランス、ドイツな

ど大国を労働力が手に入りチェコ、ポーランド

は雇用が手に入って先進技術を学ぶことが出来

たというWIN、WIN関係がEUの中で出来てきた

のですが、そのまわりのちょっとさぼっている

国は今回のような問題が露呈するようになって

きました。EUに後から入っていった国はそれほ

ど幸せではない国が多くEU統合の負の面がすこ

しずつ現われてきています。これもアメリカ発

の金融危機をかぶったということから始まって

銀行は想像以上に傷んでいます。競争力の異な

る国の共通通貨となったユーロは、導入から10

年で競争力のあるドイツ、フランスにとっては

割安な通貨となり、ギリシャをはじめとする競

争力のない国にとっては割高な通貨となってい

ます。

◆欧州経済におけるギリシャ問題②：

　ギリシャ問題だけであればEUとIMFで力づく

でも何とかするというシナリオは書けるのです

が、スペインとかイタリアといった国がギリ

シャのような状況になってくると世界金融シス

テムに波及する問題となり信用収縮は欧州全土

に及ぶことになります。ユーロ圏の債務残高状

況を見てみるとスペインの国債市場規模はギリ

シャの2倍以上の規模でありスペイン財政の不安

が本格化した場合の金融市場に与える影響はギ

リシャの混乱を大きく上回ることになります。

◆中国経済：

　中国のGDP構成比というのは、昔個人消費が

6～7割占めていました。貧しいからまだ3割と

いうのは最近の話です。何故かと言うとこの10

年は輸出で生きてきた。経済の規模が小さい時

は個人消費です。今現在は輸出の力が無くなっ

て輸出先の景気が悪いのと中国といえども輸出

競争力がだんだん無くなってきたということも

あります。

　もう一つは人口ボーナスというのがありま

す。これは労働適格年齢の人口が総人口の伸び

率よりも高い事をいいますが、日本は1990年

に終わった。

　1999年までは1990年までの経済政策はほ

とんど何をやってもうまく行った。韓国と中国

は今年期を同じくして人口ボーナス期は終わり

ます。インドとブラジルはこれから人口ボーナ

スをエンジョイするので強いのです。中国は意

外にこれがネックで一人っ子政策が効いてきた

というところがあります。今20歳から35歳ま

での人口と35歳から50歳までの人口と比べる

と35歳から50歳までの人口が最早多いので

す。特に固定資本形成これはどんどん地方に工

場を作っている。世界経済の21世紀前半を引っ

張ってきたのはアメリカの過剰消費と中国の過

剰投資なのです。資源の価格が上昇してきたの

は固定資本形成が伸びてきたことに原因があり

ます。中国で作られた製品に国際競争力がある

かどうかは疑問で、本当にこのまま中国が作り

続けることが出来るかというのも疑問です。日

本よりずっと作り続ける力はありますが今まで

通りいけるかは疑問です。
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◆中国の為替政策：

　恐らくいろいろな意味を含めて中国は元の切

り上げを内心決断しつつあるのではないかと考

えてます。輸出競争力を失うから困ると商務部

は盛んに国務院にレポートをあげています。そ

の通りですが、もう一つはインフレの問題があ

ります。元を上げて行けばホットマネーの流入

ということはあるにせよ全体的にはインフレを

下げて行く力があるので元を上げて行くという

可能性は高い。

　また元を高く上げて行けば中国経済の規模が

世界の中で大きくなる。元が高くなれば資源を

より多く買えます。そして技術も買える。いよ

いよ今中国はR&Dネックの時代に入っていま

す。R&Dネックというのは企業の中でR&D部門

を抱えていない事です。中国に行ってR&D担当

役員と名刺交換すると、ほぼ全員がM&Aのプロ

です。彼等にとってR&Dとは外国の技術を安く

買ってくることがR&Dなのです。

　ところがインドではR&D担当役員と名刺交換

すると理学部、工学部出身のドクターでどちら

かと言うと浮世離れした人たちでこれも私達が

言うR&Dと少し違うなと思います。日本は唯一

アジアの中では少なくとも商品レベルにおける

R&Dを成功させ続けてきた国なのでこの点自信

を持たなければいけない事で後の国は韓国を含

めて全部真似です。

　中国は人民元の問題を、技術をもっと買うと

いう判断に出てくると思います。

◆日本経済：

　どちらかというと外需に支えられて何とか、

よたよたなりとも上がってきました。日本経済

そのものに関しては、二番底はあまり考え難い

状況になっていますが、一番怖いのは金融で

す。世界の中で日本が不当に軽く見られてくる

と外国人投資家が引き揚げていくことにより株

価が落ちていきますのでそのような事が怖い。

工作機械の関係で言いますと、中国ではユーロ

が安くなったのでドイツの工作機械が伸びてい

ると聞きます。もともと中国のドイツ製機械へ

の信仰というものがありましたし、更にドイツ

は中国への技術移転については寛容であると

言っています。

◆日本の設備投資：

　設備投資が出ていないということが問題です

が、先程述べました構造変化をやるには絶対に

設備投資が必要です。どっちの方向に何の構造

変化が起きるのかということを果敢に読んで相

当の大きな企業が勝負をして設備投資をしなけ

れば今はいけない時期です。十分に日本は出来

る背景を持っているし、技術的バックグラウン

ドもあるけれど怖がって設備投資をやっていな

いというのが今の現状です。

　それから雇用のところで今の30代後半の傷つ

いた世代があってこの世代をまだ救いきれてい

ないことを中心に、企業と雇用（労働者、生活

者）と政治の三角形の信頼関係が出来ていないと

ころが一番ひびいていて、もちろん少子高齢化

もひびいてないことはないのですが、それより

はこのトライアングルの信用失墜によって勝負

的な設備投資をしようとしない企業が多くなっ

てきたという事が関係していると私は思いま

す。ですから商社的に言うと大きな企業に勝負

的な設備投資を促すのは大変な事ですが、世界

シェアを持っている

技術優位的なニッチ

トップである企業を

応援して行くことが

これから重要である

と思います。

冨田副会長による謝辞
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祝賀会祝賀会祝賀会祝賀会祝賀会
　記念講演に引き続き会場を4階の「富士の間・

東」に移し、日工販創立40周年祝賀会が華々し

く催されました。会場は長久保会長を始めとす

る日工販役員に迎えられ、来賓、報道関係者、

会員等211名の来場者で、賑やかに創立40周年

を祝い、歓談が繰り広げられました。祝賀会は

宇佐美専務理事の司会で進められ、長久保会長

より挨拶がありました。

長久保会長挨拶要旨：

　大役を仰せつかり身の引き締まる思いです。

　会長として微力ながら日工販発展のために最

善を尽くしますので柴田前会長同様に引き続き

変わらぬご指導・ご支援を賜るようお願い致し

ます。経済においては、リーマン・ショックか

ら未だに世界経済の金融システムを不安におと

し入れていますが、このショックが契機となっ

て今日の世界経済を従来の20世紀型経済システ

ムから21世紀型経済システムへ、また大量消費

の経済から循環型経済へ、あるいは石油から自

然エネルギーへと新たな世界へ大きく変化せざ

るを得ない転換点に直面していると思います。

　工作機械業界では低迷する日本市場ではもの

づくり日本の復活をかけた次世代型の工作機械

の開発が求められていると思います。各社は環

境経営を目指していますので、環境に配慮した

エネルギー消費の少ない世界に先駆けた21世紀

型の新たなエコタイプの生産システムこれを構

築していかないといけないと思います。よりシ

ンプルで、よりスリムで、よりコンパクトな工

作機械を作りあげ、一刻も早く世に送り出さな

ければいけないと思います。この問題解決のた

めには生産現場の生の声をすばやく取り入れ

ユーザーとメーカーと商社が一体となって迅速

に対応しなければいけません。このような時こ

そ機動性と柔軟性に富み、広範な情報を最大限

活用できる商社の活躍の場がまさに到来したと

考えています。

　そして日工会並びに関係団体の方々と情報交

換を密に行い、内需の大きな課題を克服したい

と考えています。引き続き関係各位のご指導と

ご支援を賜りますよう何卒よろしくお願い致し

ます。

　最後になりますが、会員各社の益々のご発展

と関係各位のご健勝とご活躍を祈念します。

　会長挨拶の後、司会の宇佐美専務理事より先

の式典において経済産業省製造産業局平工奉文

局長表彰が授与されました6名の皆様の報告があ

りました。

お出迎え

挨拶される長久保会長

4040周年周年 祝賀会祝賀会40周年 祝賀会40周年

 

記念講演
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　また、記念式典にてご来賓を代表し経済産業

省製造産業局産業機械課課長米村猛様、（社）日

本工作機械工業会会長中村健一様より丁重なご

祝辞を賜わった事を司会より報告がありまし

た。

　来賓の日本工作機械輸入協会会長千葉雄三様

より、創立40周年へのお祝いのお言葉をいただ

き、不景気もようやく底を打ち、皆様がもっと

もっと元気になって、次の50周年を元気にお迎

えできることと、ご参集の皆様のご健勝ご発展

を祈念し、乾杯の音頭をとられました。

　乾杯の後、賑々しく歓談が繰り広げられまし

た。

　宴たけなわの中、

定刻になり後藤副会

長より、日工販40周

年のお祝をいただい

たお礼があり、これ

からも右肩上がりを

保つために一本締め

た後に右肩をキュッ

と上げるとのことで、次の50周年に向け今後の

繁栄とご出席者一同のご健勝を祈念し一本締め

の後、右肩を「キュッ」と上げて中締めを行い、

散会となりました。

後藤副会長による中締め

輸入協会千葉会長

4040周年周年 祝賀会祝賀会40周年 祝賀会

乾杯風景

歓談風景
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　数年前、トヨタが純利益：1兆円という空前の利益を生み出し、いつまでも続くと思われていた戦後最

長の好景気の間でさえ、生活が豊かになったと言う実感を余り持てなかったのはなぜでしょうか？

　また、これまでのモノを作れば売れた時代から個人が蓄え続けてきた1,400兆円と言われる個人金融

資産があるにもかかわらず、880兆円に達する政府の借金（内、国債残高：720兆円）、つまりは赤ちゃ

んからお年寄りまで全ての国民一人ひとりが560万円の国債による借金を背負っている状況。GDPの

1.7倍といわれる政府の借金はなぜここまで膨れ上がってしまったのか？（ギリシャ政府でさえ1.1倍で

す。）

　本書は、日本経済・財政がここまでの窮地に陥った原因、課題を、経済の基礎知識と共に分かりやす

く解説するとともに、読者に対して、これまでにない道を切り開いく為にも果敢にチャレンジしていこ

う！とエールを送っています。著者は、読売テレビ解説委員長で、日本テレビのズームイン朝の元出演

者としても有名な辛坊治郎氏と日本総研情報サービス代表取締役専務で辛坊治郎氏の兄でもある辛坊正

記氏です。

　国民の生活の豊さをはかるにはGDPの成長率が最も適切であると筆者は説いています。しかし、日本

のGDPは1990年代からほとんど成長しておらず、名目GDPにいたっては横ばいからマイナス成長して

いる状況にあります。

　世界に名だたる日本メーカー各社は先をこぞって海外に工場を建設し、海外生産比率を高めています。

安い人件費で生産し、為替リスクをヘッジするのは世界競争力を高める為には必要な事でしょう。また、

一方で、高い法人税率が障壁となり日本に生産拠点を持つ外国企業は皆無であり、その結果、日本国内

産業の空洞化が進行してしまっている為、GDPの成長は低位でとどまっているのです。

　財政状況につきましては冒頭でも触れましたが、我々は560万円の国債による借金を背負っています。

しかし、みなさんの中でこれだけの国債を購入した記憶をお持ちの方がいらっしゃるでしょうか？

　貯蓄性向が高い日本においては、国民は銀行に貯金し、銀行がそのお金を運用するといった間接金融

が盛んに行われております。つまり、この間接金融により、銀行等が国債を購入する事により、国民は

購入したつもりの無い国債を購入した事になっているのです。しかし、政府が国債発行によって得た資

金を効率的に、国内の成長産業へ投資していけば、GDPの成長を促し、税収が増え、借金も返済してい

く事が出来るのですから、これまでの様な無駄な公共事業を行なっていないか、国民はよく監視してお

かなければならないのです。蓮舫さんにも頑張って欲しいものです。

　我々リース業界においても、長引く不況、リース会計基準の変更等により、リースに対する需要は縮

小傾向にあり、前年比20％以上での取扱高減少という厳しい状況が続いております。そんな中において

生き残っていく為には、お客様のニーズに合った、これまでにないサービス、付加価値を持った商品を

開発し、提供していく事が肝要ではないかと思うのです。

東芝ファイナンス㈱
第2法人営業部機械設備グループ主任

田　中　健　治

『日本経済の真実　～ある日、この国は破産します～』
辛坊治郎、辛坊正記 著　（幻冬舎）

40周年

 

祝賀会
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「ナガセの常識は、業界の非常識」をテーマに、
新しい概念による新しい価値を提案。

メーカーインタビュー 第１０回�

メーカーに聴く　　　�
プロのこだわり！�

メーカーに聴く　　　�
プロのこだわり！�

㈱ナガセインテグレックス　（本社・岐阜県関市）

　「メーカーインタビュー」第10回は、「ナノメートル」（nm＝10億分の1

メートル）レベルの世界最高精度といわれる精密加工技術を誇る株式会社

ナガセインテグレックス。“究極のゼロ”へ挑む超精密微細加工機「インテ

リジェントセンター」や超2精密形状創成加工機「ナノセンター」などの製品

で産業界の期待に応える一方、最近は、その技術を天文分野にも広げて一

般の注目を浴びている。同社は、どのような技術開発の思想を持ち、製品

化を進めているのだろうか。長瀬幸泰代表取締役社長に伺った。

●挑戦の連続、1番と思ったことはない…

　“ナノテクノロジー”という言葉は、その普及とともに安易に使われている場合も見受けられるが、ナ

ガセインテグレックスにおいての“ナノテク”は正真正銘の世界だ。「インテリジェントセンターNICシリー

ズ」は最小分解能1nm（0.001μm）を誇り、導光板の金型、反射ミラー、軸対称／非対称の球面・非球

面レンズ、超精度プリズム加工など、光学部品加工や自由曲面形状の微細加工に威力を発揮している。

「ナノセンターN2C-Uシリーズ」の最小分解能は、レギュラータイプで10nm、プレシジョンタイプで

1nm。限りなくゼロに近い加工精度を追求可能なマシンとして砥石加工・固定バイト加工・フライカッ

ター加工・機上ラップ等の複合加工に対応する。

　昨年6月に開発した「ワークおよびツール、砥石の自動交換機能付き超精密門型研削盤ORIGIN-5025」

について、長瀬幸泰社長は「この機種の開発は約30年前に遡るのですが、社内の大物部品加工の高精度

化の要求に伴って独自の多面拘束油静圧案内を採用した門型研削盤ORIGIN－6020を自社開発し、自社

に設置しました。その後各社様よりオファーを頂きましたが、大型機ですので、最低でも10年は社内で

使用して、問題点の洗い出しができるまでは外販をしないという方針で使用し続けました。開発からさ

らに約10年後、フラットパネルディスプレイの大型化や高集積半導体基板の大型化などに対応できる超

精密大型加工機を実現して欲しいという要請が当社に持ち込まれ、これに応えてこの10年間の間に外販

用門型超精密加工機ORIG IN-12025など14機種を開発しました。これらの機種に計測と加工の自動化

長瀬幸泰社長
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を盛り込んだのが今回の5025です」と説明する。

　これらは、最高レベルの精度や機能をリードする製品といえるが、長瀬社長は「今まで当社が1番と思っ

たことはありません。知れば知るほど分からないことが出てくるもので、今でも挑戦の連続です」と謙虚

だ。「とてつもない発明や技術革新を追い求めるのではなく、原理原則に忠実な“当たり前”なことを実行

しているだけです。しかし、古い常識にとらわれることなく、ものの見方や考え方の切り口を変えるこ

とで、新しい価値のある商品を生み出すことが出来ると考えています」と強調する。

●価格重視路線から「世界一」を目指して180°転換

　では同社は、これまでどのような技術開発の歴史を歩んできたのだろうか。長瀬社長は「創業者の“創

意工夫”が今日まで続いています」という。「1950年に長瀬登（幸泰氏の父）が個人会社を始めたのが当社

の創業の年です。当初は独創的なデザインの卓上バイスや縦横両用帯鋸盤などを開発して工作機械業界

に参入しました。58年に㈱長瀬鉄工所となりましたが折からの好景気で、ある商社さんから“独立間も

ない金型屋さんでも買える安価な研磨機を開発してくれないか”と依頼されたのですが、これが砥粒加工

機への参入のきっかけとなり、今日の当社へと繋がっています」と説明する。

　1950年代から60年代は“作れば売れる”時代で、「機種を限定して大量見込み生産することで低価格

を実現していました」とのことだが、73年の第一次オイルショックを迎え、状況は一変した。「ここから

7年間、“模索”の時代を迎えることとなりました」。

　この模索期に、同社は“創意工夫”の精神で工作機械以外でもフィッシュミールプラントなどの産業機

械を次々と開発していたが、一方、大手メーカーは労働コストが安い海外生産などでコストを下げてシェ

アを伸ばしており、同社のプライスコンセプト（価格重視）に黄色信号が灯り始めていた。「そこで1980

年代に入って、当社はマシンの開発コンセプトを180度転換しました。これは、“第2の創業”ともいう

べきものです」と語る。

　第2の創業とは「ヨーロッパの機械よりいいものを作ること」だったという。「1980年当時、工作機械

といえばヨーロッパ製といわれましたが、これより高精度・高機能の世界一のマシンを開発したい。し

かし、それにはヨーロッパと同じことをしていたのでは超えられません。そこで、ヨーロッパでは採用

されていない機構や構造を求めて、海外や日本の大学などを訪問しました」とのこと。そして開発に力を

入れたのが非接触油静圧摺動構造で、この構造は86年に発表した超精密成形平面研削盤などに生かされ

ている。しかし一方、同社の新しい技術や製品への風当たりは強かったという。「当社としてみれば“原

超精密門型研削盤ORIGIN-5025超2精密形状創成加工機「ナノセンター」N2C-Uシリーズ
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理・原則に忠実に”という科学志向の中で技術を追求しただけで、この時から“ナガセの常識は業界の非

常識なのだ”と認識するようになりました」と語る。この時期に振動制御・除去技術、温度制御技術、高

速運動制御技術などにも磨きをかけ、これらコア技術が後にナノマシンへと結実する源となった。

　1990年のバブル崩壊時にも開発の手を緩めず、2000年には創業以来最高の売上を上げたが、「この

時期は一般に“失われた10年”といわれていますが、当社にとっては蓄積された10年ということができ

ます」と、長瀬社長は振り返る。

●「ものづくり大賞」と「天体望遠鏡」

　このような着実な技術開発の実績にも関わらず、同社の「知名度」が上がってきたのは、実はかなり後

のことになる。「当社が注目を集め、マスコミに取り上げられるようになったのは、2007年に第2回も

のづくり日本大賞・内閣総理大臣賞を受賞した時からだと思います」という。この賞は「任意曲面の鏡を

研削加工のみで高速に仕上げる超精密工作機械の開発と実用化」が評価されたものだが、この技術はのち

にハワイのすばる望遠鏡にも役立つことになる。「それまで多くの超精密、超々精密機械を開発してきま

したが、お客様企業の企業秘密に属することがほとんどで、他社へのPRもできず当社の技術力は封印さ

れがちでした。しかし、お客様との信頼関係こそが当社の最も重要ないき道であると考えていました」と

いう。しかし、ものづくり大賞受賞の技術や、天体望遠鏡のような社会的プロジェクトの技術について

は堂々と語ることができる。「天文台の大型望遠鏡に使われる集光レンズの鏡面加工は、従来は砥粒で磨

くラッピングという加工法が用いられていましたが、これでは1年もかかる場合があります。超高精度な

位置制御を行いながら砥石で削る研削盤を当社が開発したことで、複雑な非曲面レンズの超高精度の研

削加工が可能になり、レンズの製作期間は1ヵ月に短縮されました」とのことだ。2011年に完成予定の

国立天文台・岡山観測所の天体望遠鏡の製作にも、同社の大型光学部品用研削盤「N2C-1300D」が役目

を担う。

●超常識セミナーや技術情報誌で新しい概念を提案

　これまで「技術一筋」の印象がある同社だが、最近はユーザーや研究機関とのコミュニケーションにも

力を入れている。その1つは『NAGASE超常識セミナー』の実施と、もう1つは技術情報誌『INCREDIBLE

CONCEPT』の創刊だ。

　「超常識セミナー」は、2008年12月22日の同社本社工場での開催を皮切りに2009年3月まで大阪、

東京、九州、仙台の5会場で開催し、さらに第2弾を今年7月から実施予定している。2008年当時は、

世界経済の仕組みに大きな変化が起きていた時代

だったが「それまで常識と思われていたことが、あ

らゆる分野で否定されましたね。安泰であった企業

も廃業を余儀なくされたり、反対に小規模な企業で

も大きなチャンスを得る可能性も出てきた。ですか

ら、今まで常識と思われていた精度・機能の仕事も

いらなくなるかもしれない。こうした背景のもと

に、大学の先生や研究機関の方々のご協力を得てセ

ミナーを始めたものです」と長瀬社長。当初のプロ「超常識セミナー」
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グラムをみると、同社側からは「“CHANGE”を“CHANCE”に変える超精密技術」と題し、「技能から技術

へ（暗黙値から形式値へ）」「原理原則に忠実な思考と仕事（物理学で削る）」「NAGASEの要素技術（10大要

素）」などがあり、また、各大学教授からは「精密加工からナノマシニングへ」「革新ものづくりルネッサン

ス」など最先端技術に関する講演などがみられる。

　2009年7月には同社のオリジナル技術情報誌『INCREDIBLE CONCEPT』が創刊されている。“イン

クレディブル・コンセプト”とは“びっくりするほど素晴らしい概念”を意味するそうだが、「古い常識に

とらわれずに見方や考え方を変えること、すなわち概念を“トランス”することが大事で、ここから新し

い商品を生み出すことが出来ると考えます」とのことで「この情報誌を通じて、当社の新たなる概念をご

提案したいと思っています」と説明する。創刊号では「緊急レポート・この時代に元気な金型メーカーと

は？」で金型業界における最新技術情報などを報告している。第2号（2010年4月）では「特集・今、材料

が面白い」では超硬素材など新素材とその加工技術について解説している。また、毎号、新技術・新機種

を取り上げているほか、「ぎふ紀行」で県内各地域の歴史・風土や工房・老舗を紹介しているのも楽しい。

長瀬社長自身も、企業理念や最新技術について執筆することも多いという。

●創業60周年を迎え「第3の創業」へ

　“失われた10年”の時期にも前進を続けるなど、これまで順調に発展してきた同社だが、ここへきて長

瀬社長は危機感を募らせている。「1990年代後半から完全受注生産に移行していましたので、あのリー

マン・ショックには耐えることが出来ましたが、逆に、今年8月からの来期決算は苦しくなると思いま

す。というのは、受注から納入まで5ヵ月から20ヵ月という長いスパンがあるので、昨年の受注減の影

響が出るこれからが大変なのです。そこで、こうした事態を打開していくためにも、ちょうど創業60周

年を迎えた2010年を“第3の創業”の年とし、新たなスタートの年にしました」と決意を述べる。

　「当社には“出会いを尊び、今日を生きる”という創業者精神と、“お客様のご満足こそ私たちの進むべ

き唯一の道”という経営理念NAGASE WAYがありますが、これを実践していくために次のことをもう

一度考えていきたい」としている。それは「新たなる概念（Trans-Concept）の提案」「新たなる価値

（Optimum Value）の実証」「新たなる市場（New Market）の創造」だという。「これまでも基本に忠実に、

しかし常識にとらわれずに技術開発してきましたが、これからは以前にも増して“新しい概念”のもとで

の技術や製品の提案が重要になると思います。そこから生まれる価値が実証されることで、新しい市場

が形成されるものと思います」と強調し、「お客様が必要とするものにたどり着きたい。これを第3の創業

の精神にしたいと考えます」と結んだ。

川の向こう側に見えるのが本社工場
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浜松貿易㈱
第二営業部係長

丸　　崇　仁

　浜松貿易に入社して、早11年が過ぎました。

　先日会社より勤続10年の表彰を頂き、いろいろな事があったと改めてこれまでの事を振り返っていまし

たが、その中でこの仕事を続けてこられたきっかけになった事を経験を通してお話ししたいと思います。

　入社当時、早くお客様から受注を頂き、一人前になりたいと希望に燃えていましたが、簡単にいくわけ

もなく、ただ空回りするだけした。その為なかなか仕事もうまくいかず、この仕事に向いていないのでは

ないかと悩んでいました。

　そんな状態で入社より2年経った頃に大手の客先へ納入したプレスと搬送装置の立ち上げを任されまし

た。

　厳しい納期での納入だった為、プレスと搬送装置を現地でつなぎ合わせながらの立ち上げとなっており、

しかも搬送装置はうまく動かず、プレスも準備不足の状態でした。

しかも客先からの催促と次から次へと出てくる改善要求もあり、どうすればいいのかと途方にくれました。

　設備の都合上同時工事が出来ない為、昼はプレスメーカーの立ち上げの立ち会いと客先との交渉、その

後夜中まで搬送装置の改修をする日々が続きました。搬送メーカーの人と、「明日はこうやってみよう」と

議論しながら夜中の工場から帰ったのを思い出します。

　こうした日々が1か月も続いた頃、職人気質であるプレスメーカーの責任者の方から、次々と出てきて

いる改善要求が当初の打ち合わせ内容と違うと怒られ、言い争いになりました。

　その後口もきいてもらえない様な状態が続きましたが、必死に説得を続けました。数日経った頃、プレ

スメーカーの責任者の方が再度必死に説得をしていた私に、「分かった。この内容をやらないと工事は完了

しないんだろ。兄ちゃんの事を信用して、言うことは何でも聞いてやる」と言って頂き、その時の感動は今

でも忘れません。その後なんとか無事に生産にこぎつける事が出来ました。

　その時の経験により「自分が必死になれば、心は通じる」と気づき、このことを胸に仕事をする事で、仕

事の幅もどんどん広がってきたと思います。

　工作機械の販売に携わらせて頂き11年、社長様から現場の方々まで幅広い方々と仕事をさせて頂く事

で、人間的にも成長する事が出来、工作機械に育てられたと言っても過言ではないと思います。

　しかしここ数年、世の中の中間流通をカットし、コストを下げる傾向が見られ、工作機械業界にも「商社

不要論」が聞かれるようになりました。実際にお客様からも商社の役割を問われる事もあり、常に自問自答

を繰り返しつつ、「どうしたらお客様にメリットを提供出来るか？」を念頭に仕事をする必要があると思い

ます。特にこの不況下、お客様の大切なお金を頂くには、それなりのメリットを見い出して頂かないとい

けません。

　これからも「自分が必死になれば、心は通じる」を信じ自己研鑽をする事で、少しでもお客様に評価され

かつ現在の不況にも打ち勝つご提案が出来る様な営業マンでありたいと思います。
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議 事 録 から議 事 録 から

中部地区 正・副会員懇談会

日　時：6月14日（月）　12：00～15：00

会　場：㈱井高　本社5階会議室

参加者：17社

議事内容の概要報告：

　高田委員長から挨拶、景況報告に続き、6/9開催の日工販総会、及び創立40周年記念式典の概要報告

がありました。日工販会長表彰が3名の方へ、経済産業省から製造産業局長表彰が6名の方へ授与。

　また三菱商事テクノス 柴田社長の社長退任に伴う日工販会長職の辞任申し出により、後任として双日

マシナリー 長久保会長が就任され、任期は残存任期の1年となる旨の報告がありました。

（１）22年度、中部地区行事計画と進め方についての意見交換

　22年9月 懇親ゴルフ会　・上期中は開催を見合わせ、下期に再協議とする。

　22年10月 製品研修会　・小型工作機械工業会の会員からメーカー選定を進める。

　22年11月 工場見学会　・スズキ歴史館、スズキ 相良工場を同時に17～19日で調整。

　22年12月2日 講演会、忘年会　・講師：トヨタ／（井上常務役員）

　　上記により折衝を進めることになりました。

　23年3月 情報交換会の実施を予定。

（２）市場動向など意見交換

　各社から現況についての報告が行われましたが、いずれも相変わらず概ね40～50％のダウンが続い

ており、特に機械設備に関しては更なる厳しい状況は変らず、大半が共に赤字基調。しかし、今期に入

り変化は出始めているも、なかなか受注に結び付かないといった状況。

　こういった状況からニッチニーズへの特化、システム提案営業の強化、脱自動車、また海外シフトを

強化するなどで当面の生き残りを模索している厳しい状況が報告されました。

　また社員の若返りに依って既成概念に捉われない展開が意外に効果を発揮している例も報告されまし

た。

　加藤副委員長から、更にこれからも世界に発信出来る国となること、そして今年、名古屋で開催の

COP10をも充分意識して、これらに関わる問題に対して私たちも頭を使い、取り組みましょう！と締め

くくられ、閉会しました。
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日　時：6月11日（金）15：30～16：30

場　所：機械工具会館　5階会議室

講師出席者：SE講座講師5名、更新研修講師3名、事務局3名

　宇佐美専務理事より、日工販創立40周年記念式典では教育事業活動に貢献のあった前委員長が経済産

業省製造産業局局長表彰を授与され、日工販SE教育について経済産業省も関心を持たれているとの報告

があった。

出席された講師各位の自己紹介の後、議事に入る。

議　題：

１）22年度講座集合教育日程・開催場所の報告

　ＳＥ講座：10月07日～09日　（名古屋） I.Ｍ.Y.

　　　　　　10月14日～16日　（東　京） 機械工具会館

　　　　　　10月21日～23日　（大　阪） 新梅田研修センター

　更新研修：11月12日～13日　（東　京） 機械工具会館

　　　　　　11月19日～20日　（名古屋） I.Ｍ.Y.

２）21年度SE講座・更新研修総括及びテスト結果

　SE資格はSE資格取得後5年以内に更新研修を受講しないと失効するが、一昨年までの更新研修の履修

方法は必修講座とSE講座の受講及び通信教育の組み合わせであった。21年度より必修講座と特別講座の

履修により資格継続が可能になり、通信講座が未修となっている受講者については、特別講座を受ける

事で資格取得が出来るよう救済することにした。

　テスト結果は、講座ごとにバラツキがあるが平均点は高いレベルであった。

３）21年度講座アンケート報告

　各講座のアンケート結果は直接講師宛送付済。受講者の能力・理解度からコメントは違うが、そのま

ま伝えている。受講者から要望のあった新分野等については講義の中に盛り込んでいただくこととした。

４）22年度SE講座・更新研修募集要項内容について

　カリキュラムの変更について、日程・場所等の確認を行なった。

５）22年度テキスト・テスト問題について

　テキスト・テスト問題改訂の有無、講師宿泊手配などを確認。

６）22年度基礎講座受講予定者

　昨年の厳しい経済状況の影響を受け新入社員も少なく受講予定者は40名となり、6月24日（木）～26

（土）の1回のみの開催となる。

平成22年度  SE講座・更新研修講師打ち合わせ会
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平成22年 SE教育基礎講座実施報告
　

　第18期基礎講座は例年通り営業経験3年未満の方々を対象にして日本工業大学で開催されました。昨

年の厳しい経済環境の影響を受けて、新人の大幅減が予測され基礎講座の成立が危惧されましたが、39

名の受講生を得て予定通り開催されました。ご協力に心よりお礼申し上げます。

　受講生におかれましてはここで得られた成果を今後の営業に生かされますよう祈念いたします。

　　開催日：6月24日（木）～26日（土）　受講生39名

　　会　場：日本工業大学内学友会館　工業技術博物館、機械工作センター、機械実習教室

カリキュラム：

第１日：工作機械の概要、業界の現状を受講後、工業技術博物館で動態展示工作機械類等を見学。その

後機械工作センターで現在のNC旋盤、マシニングセンタ、放電加工機、レーザ加工機、5軸複

合加工機等を見学。更に立形マシニングセンタによる加工実演を見学。

第２日：午前中、工作機械の要素、切削理論、加工物材料を受講。午後は実習講師のもと、旋盤、フラ

イス盤、ボール盤、測定、キサゲ・ヤスリ仕上げ作業の5工程を実習。

第３日：午前中はプレス加工とプレス機械の基礎を受講。午後は生産財設備販売担当の心得と仕事。引

き続き機械納入・据付時安全管理及び納入検収作業心得を受講。

（第2日、第3日の午後の講義、実習は2グループに分かれ交互に実施。）

　日本工業大学のご協力を得て実機による実習を体験され、工作機械の理解と親しみをかなり深められ

たと思います。受講生各位には会社へ戻られて今後それぞれの分野で活躍されますとともに近い将来日

工販SE資格の取得に挑戦されることを切に希望いたします。

　当講座の開催にあたり、多大なご協力をいただいた日本工業大学工業技術博物館館長の松野教授をは

じめご指導をしてくださいました講師の皆様に紙面を借り心よりお礼申し上げます。

　ありがとうございました。

日工販SE合格者 第１７５回発表

今回は6月の合格者4名です。

認定No. 会社名 合格者名 認定No. 会社名 合格者名

10-18-2439 ㈱東  陽 岩月　　健
10-19-2440 サンコー商事㈱ 伊藤　優佑

10-19-2441 西川産業㈱ 鈴木　健太
10-19-2442 ㈱アマダマシンツール 池谷　俊之

日工販更新研修合格者 第１１７回発表

今回は6月の合格者1名です。

10-7R-0948 ㈱東  陽 太田　春紀

認定No. 会社名 合格者名
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ユアサ商事㈱
北関東工業機械部宇都宮駐在

脇　田　祥　吾

　W杯ベスト16おめでとうございます。現在南アフリカでW杯が始まっております。時間帯も遅く、ど

うしても観たい試合は3時頃起きて観戦しています。日本は本田選手、遠藤選手、個人的には阿部選手の

スペースを埋めるプレーもあり、大躍進のベスト16です。来週のパラグアイ戦を終えるまではこの生活

が続きそうです。この原稿が掲載される頃は、W杯も終わり、夏の甲子園などが取り上げられている頃

と思います。

　こうしてスポーツイベントは年間を通して繰り返し行われております。 スポーツ好き、スポーツ観戦

好きの私としてはこのようなイベントは大歓迎であります。日々の生活にメリハリを与えてくれますし、

仕事で疲れた精神状態をリフレッシュさせてくれます。そして季節の流れや、日々忙しく時間が流れる

スピード感を私はスポーツを通し実感したりしております。

　社会人として現在の会社に入社して感じるのは、時間の経っていくスピードが本当に速いと感じます。

あっという間に入社して4年目となり、夏の甲子園も4回目となり、巨人も入社以来リーグ3連覇ときて

おります。

仕事においても、今までのように「分かりません。明日までに調べます。」ではなく、これまで得た知識

と経験から多少の提案をできるようになりたいものです。最近は3年経ち、多少の商品知識はあるのか、

社会人としてのマナー・常識は身についているのか、とたまに考えます。今も原稿を書きながら、自問

自答し自分自身を見つめ直しております。

　そんな20代の社会人生活も残すこと3年半を切り、入社前に考えていた「20代は多くの人と出会い学

ぶ」という事を再度自分に問いかけてみようと思います。 学生時代は日本全国を車で旅をしたり、海外

ではバックパッカーのような事もしていました。 日本国内の旅は、地元愛知県から仲間と車に乗り込み

とにかく旅をしていました。北は北海道稚内市宗谷岬、南は鹿児島県指宿市まで全て車で行きました。

海外では台湾を1週した時には、日本人を好意にしてくれる台湾人の方に一般バスの中で出会い、1日観

光に連れて行って頂き、最後はご自身の会社を見学させてくれました。今思うと、プリント基盤を細く

切断しているような会社だと思います。とにかく学生時代は大学の勉強以外で、色々な場所で多くの人

と出会い、素直に話しを聞き、学ばせて頂きました。

　幸運にも現在の仕事では色々な立場の方々と仕事をさせて頂いています。そんな皆様との会話の中の

小さな出来事からも学べるような心を持ち、その中での本質を理解した行動や、対応をしていきたいと

思います。経営者の方、従業員の方、メーカーの方、商社の方、年上の方や年下の方とそれぞれの立場、

考え方や人生のバックグラウンドを感じ、そして感銘を受けながら私自身も成長したいと思います。

　20代は何事にも好奇心を持ち、発言する事を怖がらない、そして素直に貪欲に。これで乗り切りたい

と思います。 今後も皆様方のご指導ご鞭撻のほど何卒宜しくお願い致します。

　次回の｢リレー随筆｣は、サンワ産業株式会社 名古屋支店の石井正樹様にバトンパスをしております。

石井さん何卒宜しくお願いします。（発行責任者注記：今月号の「リレー随筆」は6月24日にご寄稿頂きました。）



29

新商品トラック・キャラバンの巻
さかい三十郎

　「機能限定・廉価で販売台数と荒利を稼ぐ」として新商品市場投入したマシ

ニングセンタの販売促進活動の巻です。

　新商品本体（重量約4トン）を大型トラック（10トン）に乗せ、全国の販売代

理店殿・ユーザー殿工場を巡回することになった。製作工場で出陣式が行な

われ、始めに巡訪したのは静岡県東部地区。テリトリ責任者の営業所長と二

人で初のイベントをこなす羽目に。初物を処理するのは三十郎の得意とする

ところでもあり、プラス思考で走りながら考えることにした。

　静岡駅前で大型トラックと待ち合わせし販売代理店の駐車場に向かい（登呂

遺跡の近く）、戸惑い・恥ずかしさを感じながらも来訪者受け入れ準備を始める。荷台に乗車してもらう

安全梯子の取り付け、社名と商品名を記載した派手な幟（黄色バックに黒文字のタイガース仕様）でトラッ

ク周囲を囲み、機械稼働用の発電機・圧縮空気を立ち上げる。

　初日を無事終え、その夜は小さな憩いの時間を過ごした。翌日以降トラブル対応に奔走する羽目に陥

るとは知らずに。

　翌朝「七人の侍」のラストシーンのような大雨の中を車中移動する。国道一号線から横道に入るルート

に差し掛かり、新米運ちゃんはハンドル操作を始めたが一度で曲がりきれない。三十郎は周囲の状況に

唖然としながらも事態を直ぐに飲み込み、助手席から飛び出し主人公の勘兵衛の如く雨中を走り、天下

の国道一号線を遮断した。瞬く間に車列が渋滞する。平身低頭目配せ深謝しトラックを横道に進入させ

た。

筆者紹介

　今月号より賛助会員会社の“さかい三十郎”氏執筆のコラムを隔月で掲載します。

　さかい三十郎氏曰く『有明海に程近い城下町（福岡県柳川市）の団子屋の次男坊として産湯をつかい、親

父の名は房次郎、祖父の名は初次郎、寅年に生まれたなら間違いなく団子屋の寅次郎と名付けられたは

ず。庶民派・熱血感・正義感溢れる会社員。長崎造船所で機関室設計を担当した後、プラント建設工事

や工作機械の営業第一線で販売促進業務の陣頭指揮を執っている。商品カタログ作成・展示会運営・セ

ミナー開催など活動域は広い。プライベートでは少年野球チームの指導を行うほかに、大好きな映画鑑

賞で時を過ごす。2000年に建てた小さな注文住宅には映画ホームライブラリーがあり約1,800本の

DVDや約5,000冊のパンフレットが愛蔵されている。』

　氏は日刊工業新聞社（技術雑誌・型技術）と日本物流新聞で2本のコラムを持ち好評連載中。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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　こんな日に限ってトラブルが続出する。工場サイドが手配していたレンタル品類が三十郎に反抗し始

める。まるで映画「2001年宇宙の旅」のコンピュータのように。

　　①発電機トラブル（フル給油で丸2日間稼働できるとしていたが、燃費が悪いのか翌日早々にガス欠）

　　②圧縮空気機トラブル（元栓ホースカップリング破損）

　　③代理店駐車場へ通じる道路が狭隘で通行不可

　　④実演中の雨対策（人も機械も）などなど

　こんな営業形態の中で、寅さんの啖呵売の名台詞を作り替え呟いた。

　“さぁて、いいかねお客さん！一流専業メーカーＭ社・T社・Ｏ社さんの舶来のスーツを着用した営業

マンから下さい頂戴でいただきますと1千が2千、3千が4千万円する品物だが、今日はこれだけ下さい

とは言わないヨ！　いいかいハイ、ならんだ数字が先ず一つ、物の始まりが産業革命のウィルキンソン

の中ぐり盤なら、国内の産業機械の原点は三菱長崎造船所。国の始まりが大和の国、島の始まりが淡路

島、泥棒の始まりは石川五右衛門･･･。どうです、見

ていただきましょう。先ほど説明したとおりの機能と

使い易さでこの価格。たったの1千万円。私が知って

いるフライス盤メーカーも泣きの涙で手を上げる価格

だ。しかも輸送・荷降ろし・横引き・操作指導も含め

ての価格。エ～イ、持っていけ！”口八丁・手八丁は

イベント司会などでお手の物だが、このキャラバンだ

けは冷汗ものだった。こんなことなら自動車販売営業

マンの歩合制給料に転職しようかと思ったことも。

会員消息

代表者変更 ……… 東部地区正会員　㈱兼松ＫＧＫ　取締役社長　千葉靖雄

　　　　　 ……… 東部地区正会員　㈱国興　取締役社長　

　　　　　 ……… 東部地区正会員　三菱商事テクノス㈱　取締役社長　上田良樹

　　　　　 ……… メーカー賛助会員　㈱ジェイテクト　取締役社長　井川正治

　　　　　 ……… メーカー賛助会員　三菱電機㈱　取締役社長　山西健一郎

　　　　　 ……… リース賛助会員　東銀リース㈱　取締役社長　佐野三郎

　　　　　 ……… リース賛助会員　ＪＡ三井リース㈱　取締役社長　安田義則

住所変更 ………… メーカー賛助会員　メルダスシステムエンジニアリング㈱

　　　　　　　　　　 〒461-0004　名古屋市東区葵1-19-30

　　　　　　　　　　 TEL 052-979-5311　FAX 052-979-5325

会員代表変更 …… メーカー賛助会員　㈱ミヤノ　国内営業部部長　窪田　守

　　　　　 ……… リース賛助会員　首都圏リース㈱　機械設備営業部部長　清田浩一

　　　　　 ……… リース賛助会員　日本機械リース販売㈱　工作機械営業部リーダー　岩崎謙一

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

（イラスト：USAMI）
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編集後記

● ７月号をお届けします。６月９日開催の日工販創立40周年記念式典も無事終了し、今月号は通常総会と記念式典の

ご報告です。通常総会において柴田前会長より長久保新会長にバトンタッチされました。

● 日工販は今年の10月28日で満40歳の誕生日となりますが、40歳と言えばまず論語の孔子の言葉「不惑」即ち「40にし

て惑わず」を思い浮かべる方が多いと思いますが、これは「40歳になったら物の考え方には迷いはなくなった」とい

うことだそうです。それではその前の30歳はというと「30にして立ち」となり、これは「学問などの基礎がきちっと

出来て一人立ちができるようになった」ということだそうです。日工販の歩みも孔子の言葉に重ね合わせて考えて

みると含蓄のある言葉ではないかと思います。それならば50歳はどうかと言うと「50にして天命を知る、即ち天が

自分自身に与えた使命を自覚する」となります。一方40歳についてもう一つ、アメリカ第16代大統領エイブラハム・

リンカーンが言った言葉に「40歳になったら自分の顔に責任を持たなくてはいけない」とあります。この二つの40歳

についての言葉から示唆されている如く、日工販は諸先輩のおかげで業界では確たる地位を築き責任ある立場と

なってきています。創立40周年を機に改めて目的意識をしっかりと持って会員のため業界のため、そして社会のた

めに50周年に向って活動していかなければならないのではないかと思います。

● 今月号より隔月で流通新聞、日刊工業新聞社の雑誌にコラムを好評連載中の賛助会員会社のさかい三十郎さん（筆

名）からご寄稿頂く“営業マン日記”を掲載します。肩に力をいれずに読んでいただこうと思います。

● ５月の日工会受注確報は、４月に引き続き800億円台を維持し806億円となりましたが、注目すべきは内需が287億

円と300億円台に迫る結果で今後の伸びを期待したいと思います。

東部地区情報交換会 …………………………… 7月21日（水） 機械工具会館

政策委員会・定例理事会 ……………………… 9月8日（水） 大阪産業創造館

SE講座（名古屋）…………………………………10月7～9日（木～土） I.M.Yビル　

SE講座（東　京）…………………………………10月14～16日（木～土） 機械工具会館

SE講座（大　阪）…………………………………10月21～23日（木～土） 新梅田研修センター

更新研修、必修・特別講座（東　京） …………11月12・13日（金・土） 機械工具会館

更新研修、必修・特別講座（名古屋） …………11月19・20日（金・土） I.M.Yビル

展示会

難加工技術展2010 …………………………… 7月7日（水）～7月9日（金） 東京ビッグサイト

ROBOTECH 次世代ロボット製造技術展　 …7月28日（水）～7月30日（金） 東京ビッグサイト

第21回マイクロマシン/MEMS展 …………… 7月28日（水）～7月30日（金） 東京ビッグサイト

第15回マシンツールフェアOTA2010……… 9月8（水）～9月10日（金） 大田区産業プラザ

IMTS（Intenational Manufacturing Technology Show）

　　　　　　　　　　　　　　　 …………… 9月13日（月）～9月18日（土） McCormick Place, Chicago

JIMTOF2010 第25回日本国際工作機械見本市

　　　　　　　　　　　　　　　 …………… 10月28日（木）～11月2日（火）東京ビッグサイト

Metalworking and CNC Machine Tool Show 2010

　　　　　　　　　　　　　　　 …………… 11月9日（火）～11月13日（日）上海新国際展覧センター

行事予定



賛助会員（全68社）

［東部地区（34社）］

㈱ 旭 商 工 社
伊藤忠マシンテクノス㈱
今 井 機 械 工 業 ㈱
大 石 機 械 ㈱
㈱ カ ナ デ ン
㈱カネコ・コーポレーション
㈱ 兼 松 Ｋ Ｇ Ｋ
㈱ 京 　 　 二
㈱ 共 和 工 機
群 馬 工 機 ㈱
㈱ 国 　 　 興
㈱ 三 機 商 会
三 洋 マ シ ン ㈱
サ ン ワ 産 業 ㈱
シ マ モ ト 技 研 ㈱
住友商事マシネックス㈱
㈱ セ イ ロ ジ ャ パ ン
誠和エンジニアリング㈱
双 日 マ シ ナ リ ー ㈱
太 平 興 業 ㈱
帝通エンヂニヤリング㈱
㈱ テ 　 ヅ 　 カ
㈱ Ｔ Ｅ Ｍ Ｃ Ｏ
㈱ ト 　 ミ 　 タ
㈱ Ｎ ａ Ｉ Ｔ Ｏ
㈱ ナ チ 常 盤
日 鋼 商 事 ㈱
藤 田 総 合 機 器 ㈱
丸紅トッキ・インダストリーズ㈱
三井物産マシンテック㈱
三 菱 商 事 テ ク ノ ス ㈱
㈱ ヤ マ モ リ
ユ ア サ 商 事 ㈱
米 沢 工 機 ㈱

［中部地区（20社）］

石 原 商 事 ㈱
㈱ 井 　 　 高
岡 谷 機 販 ㈱
カ ト ー 機 械 ㈱
釜 　 　 屋 ㈱
岐 阜 機 械 商 事 ㈱
甲 信 商 事 ㈱
三 栄 商 事 ㈱
三 機 商 事 ㈱
サ ン コ ー 商 事 ㈱
三 立 興 産 ㈱
下 野 機 械 ㈱

大 昭 和 精 機 ㈱
㈱ 太 陽 工 機
高 松 機 械 工 業 ㈱
㈱ 滝 澤 鉄 工 所
㈱ ツ 　 ガ 　 ミ
津 田 駒 工 業 ㈱
㈱ 東 京 精 密
東芝機械マシナリー㈱
東 洋 精 機 工 業 ㈱
㈱ナガセインテグレックス
中 村 留 精 密 工 業 ㈱
㈱ 日 研 工 作 所
浜 井 産 業 ㈱
日 立 ツ ー ル ㈱
フ ァ ナ ッ ク ㈱
富 士 機 械 製 造 ㈱
ブ ラ ザ ー 工 業 ㈱
豊 和 工 業 ㈱
牧 野 フ ラ イ ス 精 機 ㈱
㈱牧野フライス製作所
㈱ 松 浦 機 械 製 作 所
三 井 精 機 工 業 ㈱
㈱ ミ ツ ト ヨ
三 菱 重 工 業 ㈱
三 菱 電 機 ㈱
三菱マテリアルツールズ㈱
㈱ ミ 　 ヤ 　 ノ
メルダスシステムエンジニアリング㈱
㈱ 森 精 機 製 作 所
安 田 工 業 ㈱
ヤ マ ザ キ マ ザ ッ ク ㈱

［リース業（16社）］

N T T フ ァ イ ナ ン ス㈱
共 友 リ ー ス ㈱
近 畿 総 合 リ ー ス ㈱
興 銀 リ ー ス ㈱
首 都 圏 リ ー ス ㈱
昭 和 リ ー ス ㈱
Ｊ Ａ 三 井 リ ー ス ㈱
住信・パナソニックフィナンシャルサービス㈱
東 銀 リ ー ス ㈱
東 芝 フ ァ イ ナ ン ス ㈱
日本機械リース販売㈱
日 本 Ｇ Ｅ ㈱
日 立 キ ャ ピ タ ル ㈱
三井住友ファイナンス＆リース㈱
三菱電機クレジット㈱
三 菱 U F J リ ー ス ㈱

日本工作機械販売協会　会員会社一覧　（五十音順）

平成22年7月1日現在

㈱ 大 　 　 成
㈱ 大 　 　 誠
㈱ 東 　 　 陽
㈱ 日 本 精 機 商 会
浜 松 貿 易 ㈱
㈱ 不 　 　 二
山 下 機 械 ㈱
ワ シ ノ 商 事 ㈱

［西部地区（16社）］

赤 澤 機 械 ㈱
伊 吹 産 業 ㈱
植 田 機 械 ㈱
㈱ お 　 じ 　 ま
関 西 機 械 ㈱
京 華 産 業 ㈱
五 誠 機 械 産 業 ㈱
桜 井 機 械 ㈱
㈱ ジ ー ネ ッ ト
大 幸 産 業 ㈱
㈱ 立 花 エ レ テ ッ ク
西 川 産 業 ㈱
日 本 産 商 ㈱
マ ル カ キ カ イ ㈱
宮 脇 機 械 プ ラ ン ト ㈱
㈱ 山 　 　 善

［製造業（52社）］

㈱アマダマシンツール
㈱ エ 　 グ 　 ロ
エ ヌ テ ィ ー ツ ー ル ㈱
㈱MS Tコーポレーション
エ ン シ ュ ウ ㈱
オ ー エ ス ジ ー ㈱
オ ー ク マ ㈱
大 阪 機 工 ㈱
㈱岡本工作機械製作所
㈱神崎高級工機製作所
㈱ 北 川 鉄 工 所
キ タ ム ラ 機 械 ㈱
キ ャ ム タ ス ㈱
黒 田 精 工 ㈱
コ マ ツ Ｎ Ｔ Ｃ ㈱
㈱ Ｃ ＆ Ｇ シ ス テ ム ズ
㈱ ジ ェ イ テ ク ト
㈱ シ ギ ヤ 精 機 製 作 所
新 日 本 工 機 ㈱
住友電工ハードメタル㈱
㈱ ソ デ ィ ッ ク

正会員（全70社）


